








要約:

正常および母児の合併症を有する妊産婦の精神不安の客観的評価を行い、妊産婦の精神面

支援の方策を策定・試行し、妊娠・分娩に及ぼす影響を把握することが本研究の目的であ

る。正常妊産婦 78 例、母体合併症を有する妊産婦 51 例、胎児合併症を有する妊産婦 27

例を対象に STAI 状態不安得点を求めた。加えて入院管理を受けた妊産婦 6 例を対象に精

神面支援を行い、支援前後での状態不安を比較検討した。その結果、対照群の STAI の平

均値は 36.5、外来患者の母体合併症群は 42.5、胎児合併症群は 42.3、入院患者の母体合

併症群は 47.1、胎児合併症群は 52.5 であった。合併症を有する外来患者 45 例のうち 51

点以上の高得点を示した症例は 8 例(17.7%)であり、子宮頚部異形成 1 例、うつ病 1 例・

妊娠中毒症重症 1例・前置胎盤 2例・妊娠糖尿病 2例・血小板減少症 1例であった。合併

症を有する入院患者33 例のうち 51 点以上の高得点を示した症例は 13 例(39.4%)であり、

妊娠中毒症重症 2例、前置胎盤 3例、切迫早産1例、子宮内発育不全 1例、胎児病 5例で

あった。精神面支援を行った 6 例の STI 前後値は各々 62-58、58-52、51-50、47-45、40-

42、32-33 であった。以上の結果より、1)母児合併症を有する妊産婦では外来患者、入院

患者ともに不安状態が強いこと、2)入院患者では外来患者に比して不安状態が強く、なか

でも胎児合併症を有する患者ではきわめて強いこと、3)精神面支援の効果は、少なくとも

状態不安得点が高い患者に対しては有効であることが示唆された。


